
フィールド調査の学生を思い出される

　国営事業地区フィールド調査学生支援
事業として、ため池の管理について聞き
取り調査の申し出があり、夏の暑い日
（2021.8.18）に対応したこと、当該学
生及び指導教授のお顔を思い出しまし
た。
　この調査に係わったものとして、報文
という形で成果が確認できたことをうれ
しく思っています。
　今回、多くの発表者がおられますが土
地改良の世界でご活躍されることをご期
待するものです。
 兵庫県　60代男性　団体職員

池内教授の取組に感動

　池内教授の記事を興味深く読ませてい
ただきました。長期にわたって世の中の
役に立つ形のあるものを残したいとの思
いで進路を定め、実務では環境や事業評
価に取り組まれ、また東日本大震災に際
しての緊急対応とその後の防災対策の目
標設定の考え方など、常に真摯に取り組
まれたことに感動しました。聞き手の田
野井氏とのやり取りから、土地改良と河
川は良きライバルとして切磋琢磨すると
ともに、良き理解者として歩んできたの
だなと改めて思いました。

東京都　60代女性　主婦　

フィールド調査で興味深い結果が
得られた

　学生支援事業の11番目はため池の多
い兵庫県の調査であり、販売農家率が高
くなれば10年後のため池管理を担う人
材が10人以下にならない傾向にあると

は将来にわたりため池を維持していくた
めに興味深い結果が得られたように思い
ます。
　私も若手専業農家から「ため池や農道
の草刈りに自分達しか来ない。（年寄り
や兼業農家の参加者が少ない）」と聞か
されたことを思い出しました。
　また、市街化の進展する地域において
今後5年間の運転資金が十分にある傾向
とは、この地域のため池管理団体に何か
農業外の収入があることを示しているの
でしょうか。
　人口減少傾向にある日本で、先人が苦
労してつくりあげた農地やため池を大切
に残していくために、若い世代の農家が
増えていく必要があると感じました。
 大阪府　50代男性　地方公務員

農業農村整備事業の研究課題に取組
学生を応援したい

　国営事業地区等フィールド調査学生支
援事業の研究成果報告はどのテーマも大
変興味深かった。
　10年前卒業論文に取り組んでいたこ
ろ、自分の研究内容と農業農村整備との
係りがよく分からない部分もあった。
　農業土木職となった今、研究テーマの
一つ一つが農業農村整備と深く係り、更
なる技術の向上を目指すものに映り、感
慨を覚えた。
　これからも多くの学生が、全国の農業
農村整備事業のフィールドで研究課題に
取り組んでいくことを応援したい。
　これからも全国の土地改良事業にまつ
わる報文を本誌で読めることを楽しみに
しています。
 千葉県　30代女性　地方公務員土 地 改 良
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「
ま
た
」
新
年
度
を
迎
え
た
。
還
暦
を
超
え
た
所
為
か
一

年
の
早
さ
を
否
応
な
く
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

さ
て
、
昨
年
度
を
振
り
返
る
と
、
五
月
に
発
生
し
た
明
治

用
水
頭
首
工
で
の
漏
水
事
故
へ
の
対
応
な
ど
を
通
じ
て
行
政

と
業
界
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
七
月
、
八
月
に
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革

の
実
現
に
向
け
た
緊
急
要
望
を
農
水
省
に
提
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
受
け
た
農
水
省
は
迅
速
に
対
応
を

検
討
さ
れ
、
十
一
月
に
は
改
善
通
知
を
各
農
政
局
に
発
出
し

て
頂
い
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
地
方

農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
の
下
で
、
三
年
ぶ
り
に
現
場
実
態
調
査
を
含
め
全
て
の
農

政
局
に
お
い
て
対
面
で
の
会
議
開
催
が
実
現
で
き
た
こ
と
を

各
農
政
局
の
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

そ
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
も
常
に
申
し
上
げ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
建
設
業
に
お
け
る
超
過
勤
務
の
上
限
規
制

へ
の
刑
事
罰
の
適
用
ま
で
、い
よ
い
よ
あ
と
一
年
を
切
っ
た
。

何
を
さ
て
お
き
「
適
正
工
期
の
確
保
」
が
最
大
の
眼
目
な
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
度
に
は
で
き
る
限
り
の
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
も
、
先
の
改
善

通
知
に
即
し
た
運
用
が
全
農
政
局
、
全
事
業
所
で
徹
底
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
は
、
発
注
者
、
受
注
者
の
双
方
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
利
益
相
反
の
ゼ
ロ
サ
ム
で
は
な

く
、
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
で
の
改
革
、
改
善
が
進
め
ら
れ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。

今
年
度
も
、
地
方
農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ

て
、
双
方
に
有
意
義
な
働
き
方
改
革
を
推
進
す
べ
く
各
種
提

案
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
発
注
者
各
位
に

お
か
れ
て
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

「
ま
た
な
し
」
の
特
別
な
新
年
度
な
の
で
あ
る
。

待
っ
た
な
し
の
一
年
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